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摘 要 

デザインの技法として、比率や配色を考慮することは基本である。比率において、黄金比や白銀比は広く

知られた比率であり、その比率は一般に美しいとされる。しかし、目で直接見て黄金比や白銀比が取り入れ

られているかを判別することは難しい。本研究では、見るだけではわからない制作者の隠されたデザイン技

法を発見することを目的とした。分析で扱った企業ロゴからは黄金比や白銀比を用いたデザイン技法が見ら

れ、デザインの原理により理にかなうデザインを生み出していることが示唆された。また、企業ロゴにおけ

る特定の配色に極めて高い相関があることを発見した。 
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Ⅰ はじめに 

1-1. 背景 

 企業ロゴは企業のウェブサイトや看板、広告、パ

ンフレット、制服など様々なものに使用されている。

特に、名刺には企業ロゴが印刷されているものがほ

とんどであり、コミュニケーションツールとして大

きな役割を果たしている。また、企業ロゴにはコー

ポレートアイデンティティ(CI)を表す役目があり、

CI とは企業の理念、文化、特色、社風などを指す。

他者との差別化を図り、その企業の独自性や優位性

を表現するものである。[1] 

 本論は Python を用いて企業ロゴのデザインにつ

いて分析を行い、分析結果から得られる企業ロゴの

特性について論じるものである。企業ロゴの分析と

は、主に各図形の輪郭を囲む矩形のアスペクト比(矩

形における長辺と短辺の比率)をもとにしたロゴデ

ザインの分析、ロゴに使用される色の RGB チャン

ネルをもとにした色特徴の分析を行うことである。 

 企業の顔ともいえるロゴのデザインには多くの工

夫や思考が反映されていると考えられる。ロゴのデ

ザインに美しい比率を取り入れる、CI に合った配色

を行うなど、デザインをする際に細心の注意を払う

ことはデザインの原理に従うことであり、良いデザ

インを生み出す確率を高めることに繋がる。[2]  

 

1-2. 先行研究 

 ロゴデザインについての研究はこれまで数多く行

われている。例えば、向心力、伊藤ほか(2014) [3] の

「大学のロゴマークにおける色彩と象徴について」

では、色の感情的な効果と大学のロゴマークとの関

係について分析を行っている。 

 また、牟田(2010) [4] の「日本人の好きな形におけ

る比率の研究」では、キャラクターと黄金比、白銀

比との関係について分析を行っている。 

 色の研究については感情の視点から心理学の分野

に触れて分析をしているものがほとんどであり、比

率によって日本の企業ロゴを分析している研究はあ

まり行われていない。この現状を踏まえ、本論では
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計算によって導かれた数値をもとに、比率や色が企

業ロゴのデザインの特性としてどのように関係して

いるのかを分析する。 

 

1-3. 研究の目的 

 企業ロゴをデザインするにあたり、企業のウェブ

サイトの企業ロゴについて説明された文章を見ても、

CI がロゴのデザインに反映されていることを指す

説明が多く、ロゴのデザインそのものの工夫、とり

わけロゴマークや文字の大きさ、比率などについて

の説明はほとんどされていないのが現状である。し

かし、企業にとって重大な役割を果たすロゴのデザ

インを感覚や個性だけで作り上げたとは考え難い。

そこには計算された比率やレイアウト、他者のデザ

インや知的財産を侵害しないための配慮など、隠れ

た制作側の思考が存在していると考えられる。そこ

で、企業ロゴのデザインにおける黄金比、白銀比の

存在、配色に見られる傾向などを、数値をもとに分

析してロゴデザインの特性やロゴデザインに隠れた

制作側の思考を考察することを本研究の目的とする。 

Ⅱ 調査・分析方法 

2-2. 研究方法 

 企業ロゴの分析を行う際に分析対象とした企業ロ

ゴ、コンピュータの環境、分析の方法は以下の通り

である。 

1) 分析対象 

 2019 年 10 月現在における、日経平均株価採用

銘柄 225 社[5] の中から企業ロゴが png 形式でダ

ウンロード可能であり、かつ企業ロゴが重複する

ものを除いた結果、186 社の企業ロゴを分析対象

として扱うことにした。分析対象は日本を代表す

る企業であり、それらの企業はロゴのデザインに

も力を注いでいると推測し、研究目的を果たすた

めに分析対象として適していると判断した。以下

では 1 社単位でのロゴの場合は数の単位として個

(社)を用い、一部分に関しては個を用いる。 

2) コンピュータの環境 

使用したコンピュータは MacBookPro(Corei5, 

2.7GHz, メモリ 8GB)で、使用した言語は Python 

3(Anaconda でインストール)、プログラミングは

JupyterNotebook でコードを書き、OpenCV や

Pandas、Numpy、Seaborn、Matplotlib などのラ

イブラリを用いて分析を行った。 

3) 分析方法 

はじめにpng形式でダウンロードした企業ロゴ

において、ロゴ全体の縦横サイズをもとにアスペ

クト比を計算した。次に OpenCV を用いてロゴの

色空間を二値化し、全ての輪郭を抽出して画面に

抽出した枠を描画した。この際、ロゴから抽出さ

れる全ての輪郭の中から形状を囲む矩形のアスペ

クト比が黄金比、白銀比の値になる輪郭のみを描

画し記録した。[6] 

企業ロゴの色に基づく特徴量を作るため、赤、

緑、青チャンネル(RGB)の平均値を計算した。ま

た、計算結果から最も値が大きいチャンネルを記

録した。[7] 

以上の計算結果に基づく特徴量を企業ロゴに対

応 さ せ た 表 を 作 成 し 、 そ れ を csv 形 式 で

JupyterNotebook に読み込み、前述したライブラ

リを用いて、ロゴ全体のアスペクト比による分類

と黄金比や白銀比の存在の有無、ロゴの特徴的な

一部分を抽出した輪郭の形状を囲む矩形における

黄金比や白銀比の有無、赤、緑、青チャンネルの

最も強い要素を持つものの分類、RGB の相関関係

について分析を行った。 

 

2-3. 企業ロゴにおける「ロゴマーク」と「ロゴタ

イプ」について 

 『ロゴはシンボルである「ロゴマーク」と、会社

名などを記した文字「ロゴタイプ」の 2 つの要素か

ら構成』[1] されている。ロゴというワードが頻出す

ることによる混乱を避けるために以後、本論ではロ

ゴマークのことを「シンボル」、ロゴタイプのことを

「文字」として扱う。 

 

2-4. 黄金比と白銀比について 

 黄金比とは『ひとつの形態を構成する 2 つの要素

の間に認められる、特別な比率』[8] を指す。黄金比

は一般に優れて美しい比率とされ、そのアスペクト

比は 1:(1+√5 )/2≒1:1.618 である。 

 白銀比とは『日本人に最も人気がある比』[4]とい

われる。アスペクト比は 1: √2 ≒1:1.414 である。 

 アスペクト比の誤差について、誤差を比率、ある

いは直接誤差を定数として設定するなどのさまざま

な方法が考えられるが、本分析は探索的性質が高い

ことから、分析する上で黄金比、白銀比とみなすア
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スペクト比の範囲を 0.05 以内とする。黄金比ならば

1:1.568〜1:1.668 の範囲内、白銀比ならば 1:1.364〜

1:1.464 の範囲内となる。 

Ⅲ 分析結果 

3-1. ロゴ全体におけるアスペクト比 

 表 1 はロゴ全体のアスペクト比をもとに、ロゴを

横長・縦長・正方形のいずれかに分類し、それぞれ

のアスペクト比の平均を出し、分類ごとのアスペク

ト比の最大値、最小値を示したものである。 

 

表 1: ロゴの個数と平均アスペクト比 

 
 

 横長のロゴは 176 個(社)あり、全体の 94%を占め

る結果となった。それに対し縦長、正方形のロゴは

非常に少ないことがわかる。また、アスペクト比の

最大値と最小値を比較したところ、横長のロゴの差

は 11.12 と大きく、縦長のロゴの差は 0.36 と小さい

ことが読み取れる。 

 ロゴ全体のアスペクト比から黄金比、白銀比の値

を満たすものを抽出した結果、黄金比は 2 個(社)、

白銀比は 4 個(社)と少なく、黄金比または白銀比の

値を満たすものは全体の約 3.2%しかないという結

果が出た。 

 

3-2. ロゴの特徴的な一部分におけるアスペクト比 

 ロゴから特徴的な部分であると筆者らが判断した

部分の全ての輪郭を抽出し、そのアスペクト比を計

算した結果、黄金比の値を満たすものは 10 個(社)で

全体の 5%、白銀比の値を満たすものは 30 個(社)で

全体の 16%という結果が出た(表 2)。 

 ロゴの特徴的な部分であると判断した基準は、シ

ンボル、他の文字と差別化された文字などであり、

それ以外で黄金比や白銀比が検出された場合は対象

としない。 

 

図 1:ロゴの特徴的な部分(例 1) 

 

 

図 2:ロゴの特徴的な部分(例 2) 

 

 図 1 はシンボルの一部に白銀比が検出された場合

であり、この場合は白銀比が存在するとみなす。 

 図 2 はシンボルの一部と文字の「k」に白銀比が

検出された場合であるが、この場合はシンボルにの

み白銀比が存在するとみなし、文字は対象としない。 

 

表 2: ロゴ中における黄金比・白銀比の存在 

 
 

 詳しく見ると、黄金比の値を満たすものの中で「シ

ンボル」に黄金比が存在するものは6個(社)、「文字」

に黄金比が存在するものは 5 個(社)という結果にな

り、この中で「シンボル」、「文字」ともに黄金比が

存在するものが 1 個確認できた。 

 白銀比の値を満たすものの中で「シンボル」に白

銀比が存在するものは 20 個(社)、「文字」に白銀比

が存在するものは 10 個(社)という結果になり、「シ

ンボル」、「文字」ともに白銀比が存在するものはな

かった。「シンボル」と「文字」における白銀比が存

在する比率は「2:1」であり、「シンボル」に白銀比

が存在するものの個数は「文字」に白銀比が存在す

るものの個数の 2 倍であることが読み取れる。 

 黄金比と白銀比の存在する比率は「1:3」であり、
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白銀比の方が黄金比よりも使用される頻度が 3 倍高

かったことになる。また、ロゴのある部分に黄金比

または白銀比が存在する割合は全体の 21%となり、

ロゴのおおよそ 5 個中に 1 個の割合で黄金比または

白銀比が確認できることになる。 

 

図 3: シンボルに存在する黄金比・白銀比の例 

 

表 3: シンボルを採用しているロゴの 

黄金比・白銀比の存在 

 

 

 ロゴに「シンボル」を取り入れているものは 96 個

であり、全体の 52%を占める。つまり、ロゴに「シ

ンボル」が取り入れられている場合と、「文字」のみ

の場合はほぼ同等に存在するといえる。「シンボル」

を取り入れているロゴの中で黄金比が存在するもの

は 6 個で、白銀比が存在するものは 20 個という結

果となった。この中で黄金比、白銀比ともに存在す

るものが 1 個確認できたため、黄金比または白銀比

が存在するものは 25 個となる。つまり「シンボル」

を取り入れているものの中で、黄金比または白銀比

が存在するものの割合は 26%となり、「シンボル」

が取り入れられた企業ロゴでは、おおよそ 4 個中に

1 個の割合で黄金比または白銀比が確認できた。 

 

3-3. ロゴにおける RGB の分析 

 画像の個々のピクセルは、複数の色チャンネル（ほ

とんどの場合は、赤、緑、青の 3 色）の組み合わせ

で表現される。企業ロゴの画像に対して、これら赤、

緑、青チャンネルの平均値を計算して分析を行った。

RGB のうち、最も高い値を示したものをその企業の

属性としてカウントしたところ、R の値が最も高か

ったものは 75 個で全体の 40%、G の値が最も高か

ったものは 18 個で 10%、B の値が最も高かったも

のは 86 個で 46%、RGB の値がどれも同じだったも

のは 7 個で 4%という結果となった。赤チャンネル、

青チャンネルの値が最も高いロゴがそれぞれ 4 割超

を占めている。 

 次に RGB の相関関係について見ていく。表 4 よ

り、G と B に極めて強い相関が見られた。そこで R

と G、R と B、G と B における散布図を作成した。 
 

表 4: RGB の相関関係 

 
 

 図 4 は横軸が G、縦軸が R、図 5 は横軸が B、縦

軸が R、図 6 は横軸が G、縦軸が B となっている。

図 6 においては、一次関数的に点が分布しているこ

とが読み取れる。図 6 を詳しく見ると、G よりも B

の値の方がわずかに大きい点が多く分布しているこ

とがわかる。表 4 の相関関係と図 6 の散布図より、

G もしくは B の値が増減するにつれて、B もしくは

G の値も同じような割合で増減することになる。よ

って、企業ロゴの色において青チャンネルの要素が

緑チャンネルの要素よりもわずかに多く含む状態の

配色が多く行われている傾向があるといえる。 
 

 

図 4: R と G における散布図 
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図 5: R と B における散布図 

 

 
図 6: G と B における散布図 

 

 

3-4. 銘柄別における RGB の分析 

 企業ロゴを銘柄別に分類し、各銘柄の合計企業数、

RGB の中で最も値が高い企業の数をまとめた(表 5)。

「電気機器」が他の銘柄と比べて特に多いことがわ

かる。 

 銘柄別における RGB の中で最も高い値が R であ

る銘柄の数は 15 個、G である銘柄の数は 2 個(社)、

B である銘柄の数は 18 個(社)となった。企業ロゴの

個数が 10 以上の銘柄に着目したところ、「食品」に

おける RGB の中で最も高い値が R である割合は

73%となった。これは「食品」における企業ロゴの

配色は、赤チャンネルの要素が高いケースが多いと

いえる。他にも「機械」は B である割合が 64%、「化

学工業」は B である割合が 60%となっており、銘柄

によってはある程度配色に特徴が見られることがわ

かった。 

Ⅳ 分析結果の考察 

 企業ロゴのアスペクト比を求めたところ、横長の

ロゴが 9 割で今回分析したロゴのほとんどが横長と

いう特性を持つことがわかった。また、ロゴ全体の

アスペクト比が黄金比、白銀比になっているロゴは

全体の約 3.2%しか存在せず、その理由としてはロゴ

のほとんどが横長であり、かつ会社名などを記した

文字を含む場合は必然的に縦の長さよりも横の長さ

の方が倍以上長くなることが挙げられる。 

 ロゴを構成するシンボルや文字を細かく分析した

ところ、ロゴの特徴的な部分に黄金比または白銀比

表 5: 銘柄別の個数と RGB 
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が存在する割合は全体の 21%となった。また、黄金

比より白銀比の方が 3 倍多く確認することができた。

前述した牟田(2010)の研究では、『上位人気になるほ

ど、現在の日本人に最も人気のある比率であると示

唆される白銀比タイプのキャラクターが多かった』、

『日本の人気美術品の中には、現在の日本に人気の

ある白銀比長方形、正方形が見られる』ことが報告

されており、日本において人気のあるキャラクター

や美術品には白銀比が多く見られることと同様に、

企業ロゴも白銀比が多く見られていることから、白

銀比が意図的に企業ロゴのデザインに組み込まれて

いる可能性があると考えられる。 

 ロゴにシンボルを取り入れているものにおいて黄

金比が存在するものは 6 個、白銀比が存在するもの

は 20 個となった。図 3 で示したように、シンボル

全体のアスペクト比が黄金比、白銀比であるものか

ら、シンボルを構成する要素の特徴的な部分が黄金

比、白銀比であるものも存在し、デザインをする際

にシンボル全体の構成を考える 1 つの手段として、

またシンボルを構成する要素を組み立てる際の目安

として黄金比や白銀比が取り入れられている可能性

がある。シンボルは抽象的なデザインとなることが

多いため、デザインをする際に抽象概念を生み出す

1 つのテクニックとして比率を美しくすることは制

作側の思考の 1 つであると捉えられる。 

 企業ロゴにおける会社などを記した文字について、

黄金比や白銀比が意図的に取り入れているかどうか

の判別は難しい。しかし文字のデザインに注目した

ところ、文字デザインと黄金比、白銀比における 1

つの傾向が見られた。それは最初の 1 文字のデザイ

ンを他の文字と差別化しているロゴに見られ、最初

の文字が黄金比、白銀比となっているロゴが 13 個

確認できた(図 7)。これは黄金比、白銀比が存在する

ロゴのうち約 35%を占めており、文字をデザインす

る際に横に同じ大きさの文字を並べるのではなく、

アクセントとして 1 文字を差別化させ、さらに美し

い比率で仕上げることによってその 1 文字自体がシ

ンボルとしての役目も果たせるように工夫が凝らさ

れているのではないかと推測することができる。 

 企業ロゴの色を構成する RGB について分析を行

ったところ、RGB の中で最も高い値を示したものが

R であるロゴと B であるロゴが多く、赤チャンネル、

青チャンネルを主として配色が行われているケース

が多いことがわかる。赤は総合的な魅力を高める、

他者と競い合う場面で優位に立つ、競争力を増強す

るなどの効果[9] を持つ。青は世界的に最も人気の高

い色とされ、友好的で平和な様子を象徴する効果[10] 

がある。企業の競争や顧客の獲得を意識して配色が

行われていることが伺える。緑チャンネルを主とし

たロゴも存在するものの全体の 10%しかなく、どの

ような場合に緑チャンネルを主としたロゴが制作さ

れるのかを銘柄をもとに傾向を調べたが、今回分析

したロゴでは明確な傾向を掴むことはできなかった。

しかし、緑には安全や保安を想起させる効果[11]があ

り、自然や持続可能性を連想させたい場面に使われ

る傾向があるため、分析対象の中で比較的緑チャン

ネルを主とした配色を行なっている銘柄は「銀行」、

「建設」、「不動産」であり、企業と顧客の関係が長

く継続することで成り立つもの、顧客が商品を長く

扱うものに対して緑を配色していることが示唆され

る。 

 RGB の相関関係を調べたところ、G と B におい

ては極めて強い相関が見られ、散布図においても一

次関数的に点が対称的に分布していることから、緑

チャンネルと青チャンネルの配分には規則性がある

ことが考えられた。散布図においてチャンネルの配

分が緑よりも青の方がわずかに高い点が多く存在し

ていることから、青チャンネルを主としたロゴが多

いと同時に、そのロゴのチャンネル配分には緑チャ

ンネルも青には及ばない程度に配分されていること

が読み取れる。つまり青と緑の関係において、配色

に特定の規則性があることがわかった。 

 企業ロゴを銘柄別に分類して RGB について分析

を行ったところ、特定の銘柄においては RGB の中

 

 

図 7: 最初の 1 文字に黄金比・白銀比が存在する例



企業ロゴのデザイン分析 

― 91 ― 

で最も高い値を示すチャンネルに偏りがあることが

わかった。「食品」において赤チャンネルを主とした

ロゴが 11 個中 8 個あり、緑、青チャンネルを主と

したロゴが少ないことは、青の効果として食品に関

しては傷みを連想させる効果[10] があることが関係

していることが挙げられる。また、「食品」の中には

飲料会社も含まれていたため、それらを除いたとこ

ろ、残った「食品」の企業ロゴ 8 個(社)は全て赤チ

ャンネルを主としたロゴであった。 

Ⅴ まとめ 

 企業ロゴのデザインを分析するため、本論では日

経平均株価採用銘柄 225 社の中から 186 社の企業

ロゴを扱った。アスペクト比の分析では、ロゴ全体

の比率から黄金比や白銀比を確認できるものは非常

に少なかった。しかし、ロゴを構成するシンボルや

文字の 1 つ 1 つの要素からはいくつかの黄金比や白

銀比を確認することができた。黄金比は独特の際立

った数学的性質を持つこと、自然界で幅広く観察さ

れること、芸術作品や建設物に使われていることな

ど、古くからデザインの本質的な美を示す指標の 1

つとして確立している。また、白銀比は印刷物や日

本のキャラクター、芸術品、建築物など、身近に存

在するものであり黄金比と同様にデザインの本質的

な美を示す指標の 1 つとして確立している。デザイ

ンをする際に黄金比や白銀比が偶然的に成り立つ場

合があるとしてもそれは極めて稀で、多くは制作側

が意図して比率を成立させていると考えられる。企

業ロゴにおいて黄金比や白銀比が存在するものがい

くつか発見できたことは、制作側の隠れたデザイン

技法として捉えることができ、古くからあるデザイ

ンの本質的な美を示す指標を今もなお取り入れてい

ることが認識できる。また、白銀比が黄金比よりも

多い理由として日本人に人気があること以外にも、

印刷物自体が白銀比となっているため、印刷物の一

部に印刷されたときにうまくデザインが馴染むよう

に工夫していると考えることができる。つまり、制

作側はデザインしたものが消費される際にもデザイ

ンとして常に成立するように考えて作られており、

その考慮すべき事柄の 1 つに比率があると推測でき

る。特に企業ロゴなどの抽象的概念をデザインする

際は、デザインの原理を駆使することで理にかなっ

た適切なデザインを生み出している傾向にあると考

えられる。 

 制作側が CI を表現するデザインをする際、問題

解決すべき部分は企業の抽象的概念をデザインする

ことであり、ほとんどの企業は複合的に製品を取り

扱っている、様々な事業展開を行っているなど、ピ

ンポイントで企業の CI、求められているものを掴む

ことは非常に難しい(特定の製品のみを取り扱って

いるなど具現化しやすい場合は例外としてある)。そ

の際、制作側が企業にデザインを理屈で説明して納

得させることが重要となってくる。それはデザイン

の原理を用いて自分の行ったデザインは理にかなっ

ていることを証明することであり、企業に正しく理

解されたならば、あとは企業側の嗜好で採用される

か否か決定される。つまり相手の嗜好に合わせたも

の、感覚に基づくものでデザインすることよりも、

デザインの原理に基づいて理屈で問題解決すること

が求められるのである。 

 企業の色についての分析では、RGB チャンネルの

配分や銘柄との関係性について分析した。緑と青チ

ャンネルには極めて強い相関があることがわかった。

主として使われる色が赤や青であると同時に緑も青

を補う重要な役割を果たしていることが散布図から

読み取ることができた。また、色と銘柄について特

定の規則性があることが確認できた。 

Ⅵ 今後の課題 

 今回の分析では、黄金比や白銀比と捉えるアスペ

クト比の誤差の範囲を 0.05 以内とした。それは今回

の分析は探索的性質が高かったためである。しかし、

今後の研究でより多くの企業ロゴを取り扱う場合、

黄金比や白銀比の誤差の基準について再度検討する

必要がある。 

 企業ロゴの最初の文字に特徴が見られたがそれ以

外の隠れた特徴については発見できなかったため、

より深層部にあるデザインの特徴や隠れた次元を発

見することが今後の課題として挙げられる。 

 企業ロゴにおけるアスペクト比・RGB の分析を行

ったが、分析対象とした企業は日本を代表する企業

のみだったため、その他の企業も同様に分析して今

回の結果と比較し、日経平均株価採用銘柄がその他

の企業よりも理にかなうデザインの原理が顕著に存

在しているかどうかを確かめ、日本を代表する企業

ほど企業ロゴのデザインにも多くの力を費やしてい
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るのかを検討する必要がある。 

 黄金比や白銀比に焦点を当てて分析を行ったが、

他にも存在すると推測される隠れたデザインの原理

を発見するために新たな分析方法を検討する必要が

ある。 
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